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一
例
会
記
録
一

七
月
例
会
休
会

八
月
例
会
休
会

九
月
例
会
（
神
奈
川
地
方
会
と
合
同
）
平
成
十
一
年
九
月
二
十
五
日

横
浜
市
健
康
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
八
階
大
会
議
室

一
、
梅
毒
の
薫
薬
療
法
に
つ
い
て
中
西
淳
朗

一
、
佐
藤
方
定
の
発
見
し
た
「
大
同
類
聚
方
（
延
喜
本
寮
本
）
」

後
藤
志
朗

一
、
記
憶
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
歴
史
的
考
察
鈴
木
衛

一
、
ペ
ス
ト
残
影
シ
リ
ー
ズ
（
十
）

ケ
ル
ン
に
「
ペ
ス
ト
残
影
を
求
め
て
、
そ
の
二
」

滝
上
正

一
、
女
性
の
病
の
社
会
史
野
末
悦
子

十
月
例
会
平
成
十
一
年
十
月
二
十
三
日

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
八
番
教
室

一
、
検
梅
医
・
松
山
不
苦
庵
の
足
跡
中
西
淳
朗

一
、
ド
イ
ツ
自
然
研
究
者
お
よ
び
医
師
協
会
の
一
七
五
年
（
二
）

ｌ
専
門
・
分
科
化
と
ア
マ
ル
ガ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
二
十
世
紀
ｌ

小
原
正
明

十
一
月
例
会
休
会

溌
夫
糸
記
事
茨
夫
糸
携
監
夫
詣
糸
同
究
詫
糸
携
＊
滞
兆
弗
詫

仙
台
藩
の
蘭
医
工
藤
平
助
が
「
赤
蝦
夷
風
説
考
」
を
著
し
て
、
老
中

田
沼
意
次
に
建
白
を
行
い
（
一
七
八
三
）
、
こ
の
献
策
が
容
れ
ら
れ
、
普

請
役
ら
が
エ
ト
ロ
フ
ヘ
派
遣
さ
れ
た
（
「
蝦
夷
地
一
件
」
）
。
異
例
と
も
い

え
る
献
策
採
用
か
ら
対
ロ
シ
ア
政
策
に
難
渋
し
て
い
る
施
政
者
の
困
惑

ぶ
り
が
う
か
が
え
る
。

海
外
通
の
前
野
良
沢
・
中
川
淳
庵
・
桂
川
甫
周
・
大
槻
玄
沢
ら
と
親

交
の
あ
っ
た
工
藤
は
、
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
・
エ
ト
ロ
フ
の
状
況
を
述
べ
、

一
例
会
抄
録

十
一
一
月
例
会
（
日
本
薬
史
学
会
・
日
本
獣
医
史
学
会
と
合
同
）
平
成
十

一
年
十
二
月
十
八
日

黒
船
来
航
と
蘭
医
た
ち

、、、、

Ｗ
ハ
ー
ヴ
ィ
の
ア
ナ
ト
ミ
ア
と
方
法
月
澤
美
代
子

動
物
の
死
と
記
念
物
勝
山
脩

日
本
の
犬
塚
ｌ
動
物
愛
護
史
の
視
点
か
ら
小
佐
々
学

横
須
賀
製
鉄
所
医
師
Ｒ
Ａ
Ｌ
サ
ヴ
ァ
チ
ェ
を
め
ぐ
っ
て

竹
中
祐
典

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
三
番
教
室

望
月
洋
子


